
 

 

 
 
様 式 Ｃ－７－１ 
 
 

平成１９年度科学研究費補助金実績報告書（研究実績報告書) 
 
 

1. 機 関 番 号 １ ４ ６ ０ ３      2. 研究機関名    奈良先端科学技術大学院大学      
                        
3. 研 究 種 目 名    若手研究(B)                 4. 研究期間      平 成 １８ 年 度  ～  平 成 １９ 年 

度 
 

5. 課 題 番 号 １ ８ ７ ７ ０ ２ ０ ３
 
6. 研 究 課 題 名         副腎形成をモデルとした細胞移動と器官形成             

 
7. 研 究 代 表 者 

研 究 者 番 号 研 究 代 表 者 名 所  属  部  局  名 職   名

９ ０ ４ ０ ３ ３ ６ ０ 
ﾌﾘｶﾞﾅサイトウ，ダイスケ

 バイオサイエンス研究科  助教  齋藤，大介
8.研究分担者(所属研究機関名については、研究代表者の所属研究機関と異なる場合のみ記入すること。) 

研 究 者 番 号 研 究 分 担 者 名 所属研究機関名・部局名 職   名

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 

   

        
ﾌﾘｶﾞﾅ 
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       は記載しないこと。 

申請者は本研究計画において、器官形成過程の細胞移動の分子機構を解明するために、
副腎形成をモデル器官と位置づけ、研究を行ってきた。副腎は発生中、中胚葉由来の副
腎皮質に向かって神経冠細胞由来の副腎髄質の前駆細胞が移動し、会合することで形成
されることが知られる興味深い器官である。これまでに、ニワトリ胚における分子的操
作により異所的な副腎皮質の誘導に成功し、かつその異所皮質周辺に髄質様細胞が分布
することを突き止めていた。そこで、申請者は本計画において２つの具体的な目標を掲
げ、研究を行ってきた。第一の目標である「異所皮質周辺に分布する髄質様細胞の由来
を特定する」ことについては、細胞系譜の解析を通じて、神経冠細胞に由来することを
突き止めた。もう１つの目標である、「髄質を誘引する分子の同定」に関してはSDF-1
とBMP４がその責任分子であることを、マウス、ニワトリを用いた解析系から明らかにし
た。これらの研究実績は「副腎形成において、皮質が髄質を誘引することを明らかにし
た」こと、かつ「その誘引の分子機構の一端を明らかにした」点において意義深い。ま
た本研究結果は、ほとんど手つかずであった「生体内における細胞移動の分子機構」の
一端を明らかにした点において重要な仕事である。本研究成果は当該年度の日本分子生
物学会において発表を行い、また、当該研究結果の論文は現在作成しており、今年度中
の掲載を目指している。 
 
 
                                        

※ 成果の公表を見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

添付すること。 
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 


